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千
葉
県
建
設
業
協
同
組
合
連
合
会常

務
理
事　

海
保　

智
行

事務局責任者協会だより

　

千
葉
県
は
、
江
戸
時
代
か
ら
利
根
川
・
江
戸
川
の
水
運
、
東
京
湾
の
海
運
の

便
に
恵
ま
れ
、
江
戸
へ
の
食
糧
基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
歴
史
を
有
し
、
農

水
産
物
と
と
も
に
、
酒
、
味
噌
、
醤
油
の
醸
造
産
品
も
江
戸
へ
運
ば
れ
、
産
業
と

し
て
も
発
展
し
、
現
在
で
も
、
醤
油
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
酒

蔵
も
江
戸
・
明
治
か
ら
の
酒
造
り
の
伝
統
を
継
承
し
、
現
在
、
県
内
に
41
存
在

し
ま
す
。
今
で
も
千
葉
は
酒
処
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
江

戸
・
明
治
よ
り
、
酒
蔵
は
酒
税
納
付
に
よ
り
、
国
家
財
政
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

明
治
に
は
、
酒
造
り
と
酒
税
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
関
と
し
て
酒
造
組
合
が
税

務
署
単
位
で
組
織
さ
れ
、
戦
後
に
は
、
昭
和
28
年
の
酒
団
法
に
よ
っ
て
酒
造
組
合

が
都
道
府
県
毎
に
組
織
さ
れ
、
千
葉
県
酒
造
組
合
も
同
年
に
戦
前
の
組
合
を
前

身
と
し
て
設
立
い
た
し
ま
し
た
。
千
葉
県
酒
造
協
同
組
合
は
、
酒
造
組
合
員
の

原
料
米
や
資
材
の
共
同
購
入
、
酒
類
の
共
同
販
売
を
目
的
と
し
た
事
業
協
同
組

合
と
し
て
、
昭
和
44
年
に
設
立
し
、
現
在
で
は
酒
造
組
合
員
の
大
企
業
を
除
く

37
社
を
組
合
員
と
し
て
い
ま
す
。（
清
酒
、
単
式
蒸
留
焼
酎
、
み
り
ん
２
種
の
酒

造
場
を
有
す
る
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
）

　

日
本
酒
は
、
こ
こ
十
数
年
で
の
酒
質
の
向
上
は
著
し
い
も
の
が
あ
り
、
確
実
に

美
味
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
日
本
酒
は
、
海
外
で
注
目
を
集
め
、
日
本
食

ブ
ー
ム
も
相
俟
っ
て
、
日
本
酒
の
評
判
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
と
い
う
醸

造
文
化
を
持
つ
欧
米
で
は
、
同
じ
醸
造
文
化
で
あ
る
日
本
酒
を
受
け
容
れ
る
土

壌
が
あ
り
、
日
本
酒
造
り
に
携
わ
る
人
達
は
欧
米
の
人
か
ら
は
リ
ス
ペ
ク
ト
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
酒
は
、
純
米
、
吟
醸
、
本
醸
造
、
熟
成
酒
な
ど
多
種
類
あ
り
、

又
一
つ
の
お
酒
で
、
お
燗
、
常
温
、
冷
や
し
て
と
多
様
な
味
わ
い
方
が
あ
る
世
界

で
例
を
見
な
い
お
酒
で
す
。

　

日
本
酒
造
り
は
寒
い
冬
の
時
期
に
行
う
た
め
、
温
暖
な
千
葉
県
は
酒
造
り
に

適
さ
な
い
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
温
暖
な
気
候
の
中

だ
か
ら
こ
そ
酒
造
技
術
が
磨
か
れ
、

他
県
に
も
負
け
な
い
日
本
酒
が
造

ら
れ
て
き
た
と
も
言
え
ま
す
。
日

本
酒
は
日
本
文
化
そ
の
も
の
で
あ

り
、
各
蔵
固
有
の
歴
史
と
酒
造
り

の
ス
ト
ー
リ
ー
も
一
緒
に
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

千
葉
地
方
裁
判
所
の
向
か
い
に
あ

る
酒
造
会
館
二
階
の
当
組
合
事
務

局
で
は
「
千
葉
の
地
酒
シ
ョ
ッ
プ
」

を
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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事例発表「組合事業による企業経営の強化と事務局の果たす役割」

 事務局からのお知らせ

　事務局責任者協会だよりの第４号を刊行できましたことを、関係各位に心より感謝申し上
げます。
　さて、平成21年４・５月に研修委員会、広報委員会にて企画しました平成21年度事業に
関してご報告いたします。
　詳細については、追って書面にてご案内いたします。

行　事　名 内　　　容 日　程

第２回通常総会 平成20年度決算報告等及び平成21年度事業
計画（案）等が満場一致で承認されました。 2月27日開催

中央会との意見・
情報交換会

・平成21年度支援活動
・組合の運営状況及び課題等 7月7日開催

組合運営・企業経営
研究会

①（仮）「環境と経営」
②（仮）「事務局経営のあり方」

①8月25日（火）
②2月

組合事務研修会 （仮）組合事務局が知っておきたい法律知識 9月

組合事務局及び
構成員企業への視察 千葉県コンクリート製品（協） 12月4日（金）

機関紙の発刊 会員組合紹介 7月下旬・12月下旬

秋のハイキング 県内 9月又は10月予定

  

千
葉
県
酒
造
協
同
組
合

事
務
局
長　

和
田　

充
雄

千葉県酒造会館

第２回通常総会

〔
組
合
の
概
要
〕

　
　

所
在
地　
　

千
葉
市
中
央
区
千
葉
港
１
─
13
─
１

　
　

設　

立　
　

昭
和
52
年
６
月

　
　

理
事
長　
　

石
井　

良
典

　
　

組
合
員　
　

11
会
員
（
所
属
組
合
員
数
３
５
８
社
）

　
　

出
資
金　
　

２
０
８
０
万
円

　
　

事　

業　
　

�

転
貸
融
資
事
業
・
共
同
購
買
斡
旋
事
業
・

生
命
共
済
事
業
・
各
種
契
約
書
等
の
販
売

事
業

　

千
葉
県
の
経
済
社
会
に
お
い
て
、
私
た
ち
中
小
建
設
業
者
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
そ
の
体
質
は
脆
弱
で
、
経
済
的
な
影
響

を
直
接
的
に
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

単
一
協
同
組
合
の
そ
れ
ぞ
れ
が
労
働
環
境
の
改
善
・
生
産
性
の
向
上
等
、
そ
の
体
質
の
抜

本
的
改
善
を
図
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
効
果
を
追
求
し
、
そ
の
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
、
当
連
合
会
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
52
年
６
月
、
千
葉
県
下
の
９
の
単
位
協
同
組
合
、
３
５
０
社
が
参
加
す
る
形
で
設
立
さ

れ
、今
年
で
創
立
32
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、
設
立
当
初
９
単
位
協
同
組
合
の
連
合
体
で
あ
っ

た
組
織
も
現
在
は
11
単
位
協
同
組
合
が
加
盟
す
る
組
織
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

設
立
当
初
の
昭
和
52
年
、
主
と
し
て
千
葉
県
内
で
公
共
工
事
を
施
工
す
る
単
協
の
組
合
員

を
対
象
と
し
て
、
千
葉
県
及
び
各
市
町
村
か
ら
工
事
代
金
の
債
務
譲
渡
に
よ
る
県
独
自
の
更

新
資
金
融
資
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
４
月
よ
り
県
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、国
の
「
下
請
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
制
度
」

に
移
行
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
当
制
度
の
利
点
は
、
保
証
人
不
要
、
金
融
機
関
か
ら
も

リ
ス
ク
が
な
い
こ
と
か
ら
低
金
利
で
借
入
で
き
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。
現
状
で
は
公
共
工

事
の
減
少
に
よ
り
利
用
が
減
少
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
増
加
す
る
も
の
と
推
測
し
て

お
り
ま
す
。

　

建
設
業
界
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
お
り
、
一
番
の
原
因
は
建
設
投
資
額
が
ピ
ー
ク

時
に
比
べ
て
△
41
％
と
急
激
に
減
少
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
建
設
業
者
数
は
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
て
△
15
％
の
減
少
、
就
業
者
数
は
△
20
％
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
投
資
額
の
減
少
と
業
者

の
減
少
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
受
注
競
争
の
激
化
を
招
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
当
連
合
会
の
事
業
と
し
て
金
融
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
融
事
業
の
概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

　

融
資
枠
は
、
前
年
と
同
じ
70
億
円
。（
下
請
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
制
度
・
地
域
建
設
業

経
営
強
化
融
資
制
度
）
連
合
会
は
㈶
建
設
業
振
興
基
金
の
債
務
保
証
を
受
け
る
。

　

貸
出
金
利　

２
・
35
％
（
含
保
証
料
０
・１
％
）

　

融
資
目
標　

80
件　

15
億
円

　

広
報
活
動

　
　

１
．�

県
土
整
備
部
と
共
催
で
県
出
先
発
注
機
関
、
公
社
、
市
町
村
等
を
対
象
に
下
請
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
制
度
（
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度
）
の
理
解
と
利
用

を
容
易
に
す
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
す
る
。（
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度

の
債
権
譲
渡
を
認
め
て
い
る
の
は
、
国
、
県
、
千
葉
市
、
館
山
市
、
佐
倉
市
、
木

更
津
市
、
四
街
道
市
、
習
志
野
市
、
君
津
市
、
袖
ヶ
浦
市
、
神
崎
町
、
御
宿
町
で
す
。）

　
　

１
．�

地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資
制
度
の
特
徴
は
、
出
来
高
の
ほ
か
に
、
未
完
成
部
分

に
つ
い
て
も
東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
の
保
証
に
よ
り
、
金
融
機
関
よ
り
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
共
同
事
業
等
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
会
員
及
び
そ
の
構
成
員
の
経
済

的
地
位
の
向
上
に
寄
与
す
べ
く
事
務
局
も
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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千
葉
銀
座
商
店
街
振
興
組
合　
　
　事

務
局
長　

戸
井　

良
弘

　

千
葉
県
塗
装
工
業
協
同
組
合

　

当
組
合
は
、
昭
和
53
年
４
月
に
設
立
以
来
、
満
30
周
年
を
迎
え
、
先
般
そ
の

記
念
式
典
を
多
数
の
関
係
者
参
集
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　

組
合
設
立
時
は
不
況
が
長
期
化
し
、
零
細
な
塗
装
業
者
が
苦
境
打
破
の
た
め

相
互
扶
助
の
原
則
に
立
脚
し
、「
た
か
が
ペ
ン
キ
屋
か
ら
さ
れ
ど
塗
装
業
」
へ
と

意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
当
時
は
県
内
官
公
庁
発
注
工
事
の
大
半
を
東
京

の
業
者
が
施
工
し
て
お
り
、「
県
内
工
事
は
県
内
業
者
に
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
設
立
し
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
に
限
ら
ず
既
存
の
鋼
構
造
物

や
建
築
物
の
維
持
・
保
全
に
関
す
る
管
理

は
、
早
期
の
補
修
工
事
が
老
朽
化
を
防
ぐ

と
と
も
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
軽

減
に
も
寄
与
す
る
こ
と
を
勘
案
し
、
的
確

な
予
防
措
置
を
図
る
た
め
、
県
関
係
機
関

の
設
計
・
管
理
担
当
者
と
組
合
員
・
賛
助

会
員
が
出
席
し
た
「
塗
装
研
修
会
」
を
平

成
２
年
に
実
施
し
、
塗
装
技
術
や
知
識
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
19
回

を
数
え
年
々
盛
大
化
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

主
な
テ
ー
マ
と
し
て
は
、
鋼
構
造
物
や

建
築
物
の
「
足
場
架
設
」「
橋
梁
塗
替
」「
外
壁
改
修
」「
色
彩
計
画
」
な
ど
の
塗

装
工
事
に
関
す
る
基
本
的
知
識
お
よ
び
近
い
将
来
主
流
に
な
る
と
思
わ
れ
る
地

球
環
境
を
考
慮
し
た
遮
熱
塗
料
な
ど
の
塗
材
や
産
業
廃
棄
物
処
理
な
ど
で
す
。

　
一
方
、組
織
内
の
需
要
開
発
委
員
会
の
調
査
分
析
グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
っ
て
、

県
土
整
備
部
が
管
理
す
る
橋
梁
、
歩
道
橋
や
水
道
局
・
企
業
庁
が
管
理
す
る
水

管
橋
等
を
隔
年
で
自
主
的
に
調
査
分
析
し
、
そ
の
劣
化
度
を
個
別
に
ま
と
め
写

真
、
文
書
と
し
て
報
告
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
調
査
数
は
５
０
０
件
を
超
え

て
お
り
ま
す
。
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
今
日
で
は
当
組
合
の
存
在
が
認
知
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、県
発
注
工
事
の
90
％
超
を
受
注
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塗
装
工
事
業
に
は
足
場
上
の
作
業
が
多
く
あ
り
、
各
現
場
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も
に
組
合
員

の
労
働
災
害
防
止
に
つ
い
て
の
意
識
向
上

の
た
め
「
安
全
大
会
」
を
毎
年
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
は
最
良
の
工
事
、
施
工
管
理
を
駆

使
し
、
関
係
者
の
ご
支
援
を
得
な
が
ら
一

層
努
力
邁
進
し
て
ゆ
く
所
存
で
す
。

　

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
《
そ
の
２
》

　

本
振
興
組
合
は
、
千
葉
市
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
と
千
葉
県
庁
の
中
間

に
位
置
し
、
昭
和
38
年
８
月
13
日
の
法
人
設
立
は
、
千
葉
県
内
商
店
街
で
第
一
号
で
あ
り

ま
す
。

　

本
振
興
組
合
の
歴
史
は
古
く
、
戦
後
の
復
興
期
で
あ
っ
た
昭
和
22
年
に
地
区
を
同
じ
く

す
る
商
店
が
任
意
組
織
と
し
て
「
千
葉
銀
座
会
」
を
立
ち
上
げ
た
の
を
始
ま
り
と
し
、
そ

の
当
時
は
千
葉
銀
座
に
来
れ
ば
何
も
か
も
が
揃
え
ら
れ
る
と
、
県
内
各
方
面
か
ら
の
買
い

物
客
で
賑
わ
い
、
千
葉
県
の
市
場
的
な
存
在
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
38
年
に
旧
国
鉄
千
葉
駅
移
転
に
伴
い
客
数
が
激
減
、
さ
ら
に
は
、
千
葉

駅
前
や
郊
外
で
の
大
型
商
業
施
設
の
出
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
現
に
よ
り
、

本
振
興
組
合
は
急
速
な
時
代
変
化
へ
の
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
代
変
化
に
よ
る
組
合
存
続
の
危
機
感
か
ら
、
昭
和
60
年
頃
に
、
近
代
化
事
業
に
着

手
し
、
具
体
的
に
は
、
一
般
的
な
商
店
街
ス
タ
イ
ル
か
ら
ビ
ル
化
を
進
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
街

へ
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
型
ホ
テ
ル
、
千
葉
商
工
会
議
所
、
金
融
機
関
等
の
誘
致
を
行
い
、
地
区
の
再

開
発
事
業
に
も
積
極
的
に
寄
与
し
、
そ
の
結
果
、
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
賑
わ
う
、
活

気
あ
る
街
づ
く
り
に
成
功
、現
在
も
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
商
店
街
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
街
も
、
す
で
に
20
年
を
経
過
し
、
諸
設
備
の
老
巧
化
に
よ
り
補
修
、
修
理
の
箇
所

が
目
立
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
19
年
度
よ
り
千
葉
銀
座
商
店
街
環
境
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
を
21
年
４
月
に
千
葉
市
に
提
出
し
、
国
へ
の
認
定
第
一
歩
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
23
年
３
月
完
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
、
今
年
３
月
末
に
は
一
千
人

の
住
む
43
階
建
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
完
成
し
ま
し
た
。
周
辺
に
は
き
ぼ
ー
る
、
文
化
セ
ン

タ
ー
、
美
術
館
、
中
央
公
園
な
ど
文
化
教
育
関
連
の
施
設
も
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
央
公
園
で
は
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
開
催
し
、
千
葉
銀
座
商
店
街
で
は
月
１
回
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
15
年
間
、
190
回
を
数
え
、
同
時
に
ち
ば
大
道
芸
も
楽
し
ん
で
頂
い
て
お
り

ま
す
。
新
た
に
、
こ
の
５
月
よ
り
ち
ば
育
ち
の
有
機
野
菜
、
加
工
品
が
集
ま
る
「
ア
ー
ス

デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ち
ば
」
を
立
ち
上
げ
、
千
産
千
消
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
場
に
な
ろ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
お
子
さ
ん

か
ら
高
齢
者
の
方
ま
で

安
心
し
て
、
楽
し
く
買

い
物
や
食
事
を
し
て
頂

け
る
気
さ
く
な
街
と

し
て
皆
様
の
お
越
し
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

　

７
月
７
日
、「
中
央
会
と
の
意
見
・
情
報
交

換
会
」
を
、
千
葉
県
中
小
企
業
会
館
３
階
会

議
室
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
各
部
署
か

ら
は
「
平
成
21
年
度
支
援
活
動
」
の
説
明
と
、

参
加
者
か
ら
は
「
平
成
21
年
度
組
合
運
営
に

つ
い
て
」
と
い
う
内
容
で
現
状
報
告
や
課
題
・

課
題
へ
の
対
応
策
等
の
貴
重
な
ご
意
見
を
頂

き
ま
し
た
。
各
業
界
の
多
様
な
ご
意
見
が
挙

が
っ
た
中
、
組
合
運
営
に
お
け
る
共
通
し
た
課

題
と
し
て
は
、
景
気
低
迷
が
続
く
中
の
構
成

員
企
業
に
対
し
て
の
、
国
等
の
補
助
金
や
支
援
策
の
情
報
提
供
と
、
組
合
と
し
て

の
新
規
共
同
事
業
の
確
立
が
主
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
協
会
事
務
局
と
し
て
も
、
頂
い
た
ご
意
見
を
下
に
、
会
員
組
合
の
支
援
に

繋
が
る
情
報
提
供
や
研
究
会
等
を
行
っ
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支

援
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
来
る
８
月
25
日
（
火
）
に
、（
仮
）「
環
境
と
経
営
」
と
題
し
、
企
業
経

営
と
環
境
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
組
合
運
営
・
企
業
経
営
研
究
会
を
開
催
す
る
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

先
般
の
中
央
会
と
の
意
見
・
情
報
交
換
会
に
お
い
て
も
、
環
境
製
品
で
は
ま
だ
利

益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
余
裕
が
な
い
、
等
の
ご
意
見

を
頂
き
、
組
合
と
し
て
環
境
問
題
に
対
す
る
意
識
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

時
代
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、

世
界
規
模
で
の
環
境
問
題
へ
の
対

応
が
益
々
求
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
経
済
分
野
に
お
い
て

も
、
中
長
期
的
な
成
長
分
野
で
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
が
見
込
ま
れ

ま
す
。
企
業
と
地
球
環
境
の
相
互

の
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

環
境
問
題
へ
の
認
識
を
深
め
、
対

応
策
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
ま
す
。
組
合
運
営

の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
改
め
て

書
面
に
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ちば大道芸

中央会との意見・情報交換会


